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マイ・ガーデニング

花づくりは二人三脚で

シャッターチャンス！
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　　　　再生紙を使用しています。　　　　環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

パパのおやつ取っておいたよ！
高橋 好恵さん(東二丁目・31歳)

　息
い

吹
ぶき

は3月で3歳になりました。幼稚園にも通い始

め、毎日園庭で楽しそうにスクーターを転がしています。

　おやつの時にはいつも多忙で帰りが遅いパパのた

めに「これパパの分」と言って、最後の1個を取ってお

いてくれます。

　食事中にもママがちょっと手が空かない時に、1歳

の弟の口にご

飯を入れてく

れます。息吹

はそんな思い

やりのある、い

ろいろなこと

に気がつく子

です。

　これからも、

ママのボケに

ツッコミをたく

さん入れなが

ら心優しい子

に育ってほし

いです。

　

今
年
、『
婦
人
画
報
』
が
創
刊
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
０
５
年
に
国く

に

木き

田だ

独ど
っ

歩ぽ

に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
こ
の
雑

誌
は
、
数
多
く
の
婦
人
雑
誌
の
な
か
で
も

最
も
長
い
歴
史
を
誇
り
、
女
性
の
た
め
の

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な
雑
誌
と
し
て
、
今
な
お

厚
く
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
『
婦
人
画
報
』
、
鷹た

か

見み

泉せ
ん

石せ
き

の
曾
孫
で
あ
る
久

き
ゅ
う

太た

郎ろ
う(

１
８
７
５
〜

１
９
４
５)

が
、
１
９
３
１
年
ま
で
編

集
に
携
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　

１
９
０
６
年
、
東
京

専
門
学
校(

現
早
稲
田
大

学)

同
窓
の
窪く

ぼ

田た

空う
つ

穂ぼ

の

紹
介
で
独
歩
主
宰
の
近

事
画
報
社
に
入
社
し
、

編
集
の
仕
事
を
始
め
た

久
太
郎
は
、
翌
年
経
営

難
に
陥
っ
た
同
社
を
引

き
継
い
で
東
京
社
を
発

足
、『
婦
人
画
報
』
の
発

行
を
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
代
は
、
女
性
を
取

り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
革
期
と
い
わ
れ

ま
す
。
日
露
戦
争
後
、
女
子
教
育
へ
の
期

待
が
高
ま
り
を
み
せ
、
そ
の
普
通
教
育
就

学
率
が
男
子
と
ほ
ぼ
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
１
９
１
１
年
に
は
、
平
塚
ら
い
て

う
の
主
唱
に
よ
る
文
芸
雑
誌
『
青せ

い
と
う鞜
』
が

創
刊
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
波
に
乗
っ

て
女
性
解
放
運
動
の
拠
点
と
な
り
、
終
刊

を
迎
え
る
１
９
１
６
年
に
は
〝
新
し
い
女

性
〞
が
社
会
に
進
出
、
職
業
婦
人
と
い
う

言
葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
を
背
景
に
、〝
画

報
〞
形
式
の
先
駆
的
な
雑
誌
『
婦
人
画

報
』
は
、
写
真
や
絵
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
視
覚
に
訴
え
る
誌
面
を
特
徴
と
し

て
、
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
、
皇
族
・
華

族
な
ど
上
流
婦
人
、
家
庭
事
情
、
流
行
、

美
容
、
教
育
な
ど
の
幅
広
い
分
野
を
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。
記
事
の

執
筆
陣
の
一
例
を
挙
げ
る

と
、
学
者
に
は
新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

・
倉く

ら

橋は
し

惣そ
う

三ぞ

う

、
古
河
ゆ

か
り
の
藤ふ

じ

懸か
け

静し
ず

也や

や
安や

す

井い

哲て
つ

子こ

。
小
説
家
で
は
幸こ

う

田だ

露ろ

伴は
ん

・
泉

い
ず
み

鏡
き
ょ
う

花か

・
菊き

く

池ち

寛か
ん

。
画
家
に
お
い
て
は
鏑

か
ぶ
ら

木ぎ

清き
よ

方か
た

・
伊い

東と
う

深し
ん

水す
い

。
歌

人
で
は
与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

・

佐さ

々さ

木き

信の
ぶ

綱つ
な

な
ど
。
い
ず

れ
も
各
界
の
第
一
人
者
で

あ
り
、
女
性
文
化
の
向
上

を
真
摯
に
目
指
し
て
い
た
久
太
郎
の
編
集

理
念
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
広
く
一
般
女
性

の
生
き
方
に
夢
を
与
え
、
意
識
変
革
の
た

め
の
啓
蒙
・
教
育
ま
た
実
用
の
書
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た

『
婦
人
画
報
』
と
、
編
集
者
鷹
見
久
太
郎

を
紹
介
し
ま
す
。(

同
展
は
６
／
26
ま
で)

　

古
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物
館
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芸
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倉
井
直
子

鷹見久太郎編集の『婦人画報』

　10年くらい前から庭を花で飾るようになりました。花

の種類は、パンジー・ビオラ・ノースポールやバーベナな

ど1年草ばかりです。特にパンジーは一番多く植えてい

ます。花色が豊富な上に安価で半年以上も咲き続ける

花はほかに見当たりません。

　土は一度使ったものを数日陽に干し目の粗いふるいに

かけ腐葉土や鹿沼土と化成肥料を混ぜ合わせて使って

います。パンジーは毎年10月の半ばころ植えますが、冬

の間は花数が少なめです。でも根は春の到来を待ちなが

ら土の中でしっかりと成長しているようで、あたりが春

めいて来ると花色を競い合うように咲いてくれます。

　仕事をしているので水やりのできない時があります

が、いつも母がフォローしてくれるので助かります。我が

家の花づくりは二人三脚です。　　　　　　　　　　

　　　 　　　　　　　　　　　　浜島 初子さん(南町)

『
婦
人
画
報
』
１
０
０
年

　
　
　

編
集
者
鷹
見
久
太
郎
の
仕
事

弟思いの息吹くん(3歳2カ月)


